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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月10日(2011.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者から得られた生物学的試料中のミトコンドリアＤＮＡ（ｍｔＤＮＡ）の標的部位
を増幅するための一対のＰＣＲプライマーを備え、
　上記標的部位は、ミトコンドリアＤＮＡゲノムの１２３１７番目～１６２５４番目のヌ
クレオチドの間に欠失を有しているミトコンドリアＤＮＡの領域を含んでいる、被験者内
の癌を検出するためのキット。
【請求項２】
　上記一対のプライマーのうちの１つのプライマーが、配列番号４の核酸配列を有してい
る請求項１に記載のキット。
【請求項３】
　被験者から得られた生物学的試料中のミトコンドリアＤＮＡ（ｍｔＤＮＡ）の標的配列
を増幅するための一対のＰＣＲプライマーを備え、
　上記標的配列は、ミトコンドリアＤＮＡゲノムの１２３１７番目～１６２５４番目のヌ
クレオチドの間に欠失した領域を含んでいる、被験者内の癌を検出するためのキット。
【請求項４】
　上記標的配列は、配列番号１または２の核酸配列を有している請求項３に記載のキット
。
【請求項５】
　上記一対のプライマーのうちの１つのプライマーは、配列番号４の核酸配列を有してい
る請求項３に記載のキット。
【請求項６】
　上記癌が、乳癌または前立腺癌である請求項１または３に記載のキット。
【請求項７】
　更に、試薬または使用説明書を備えている請求項１または３に記載のキット。
【請求項８】
　更に、上記被験者に由来する上記生物学的試料を抽出するための手段を備えている請求
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項１または３に記載のキット。
【請求項９】
　生物学的試料中の、ミトコンドリアＤＮＡゲノムの１２３１７番目～１６２５４番目の
ヌクレオチドの間に欠失を有するミトコンドリアＤＮＡ（ｍｔＤＮＡ）の量を定量するた
めの方法であって、以下のａ）およびｂ）のステップを有する方法。
　ａ）上記生物学的試料中のミトコンドリアＤＮＡを一対のＰＣＲプライマーを用いて増
幅するステップ；
　ｂ）上記試料中の、上記欠失を有するミトコンドリアＤＮＡの量を定量するステップ。
【請求項１０】
　上記増幅するステップは、一対の増幅プライマーを用いて行われ、
　上記一対の増幅プライマーのうちの１つのプライマーは、上記欠失の反対端のスプライ
ス結合部位と重複する核酸配列を有している請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　上記一対のプライマーのうちの１つのプライマーは、配列番号４の核酸配列を有してい
る請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　生物学的試料中の、ミトコンドリアＤＮＡゲノムの１２３１７番目～１６２５４番目の
ヌクレオチドの間に欠失した領域を有するミトコンドリアＤＮＡ（ｍｔＤＮＡ）の標的配
列の量を定量するための方法であって、以下のａ）およびｂ）のステップを有する方法。
　ａ）上記生物学的試料中のミトコンドリアＤＮＡを一対のＰＣＲプライマーを用いて増
幅するステップであって、上記ミトコンドリアＤＮＡは、上記標的配列に対応する核酸配
列を有するステップ；
　ｂ）上記標的配列の量を定量するステップ。
【請求項１３】
　上記標的配列は、配列番号１または２の核酸配列を有している請求項１２に記載の方法
。
【請求項１４】
　上記一対のプライマーのうちの１つのプライマーは、配列番号４の核酸配列を有してい
る請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　更に、上記定量された量と、少なくとも１つの既知の参照値とを比較するステップを有
する請求項９または１２に記載の方法。
【請求項１６】
　上記定量するステップは、リアルタイムＰＣＲを用いて行われる請求項９または１２に
記載の方法。
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